
第１２回宇宙安全保障部会 議事要旨 

 

１．日時 

平成２８年５月１６日（月） １０：００～１２：００ 

 

２．場所 

内閣府宇宙開発戦略推進事務局大会議室 

 

３．出席者 

（１）委員 

中須賀部会長、片岡部会長代理、青木委員、久保委員、鈴木委員、山川委員 

（２）事務局 

小宮宇宙開発戦略推進事務局長、佐伯宇宙開発戦略推進事務局審議官、高見宇宙開発

戦略推進事務局参事官、行松宇宙開発戦略推進事務局参事官、松井宇宙開発戦略推進

事務局参事官 

 

４．議事要旨 

（１）宇宙政策委員会中間取りまとめに向けた検討課題について 

   平成２８年４月２６日に議論された、中間取りまとめに向けた検討課題について、資

料１及び資料１－２に基づき、事務局より説明を行った。当該説明を踏まえ、委員から

以下の意見・質問があった。（以下、○意見・質問、●事務局の回答等） 

 

○検討すべき項目の中にある、射場のあり方に関する検討については、安保部会での検討項

目となっていないが、安保分野にも深く関係する項目でもあり、今後、安保部会でも議論

していく必要はないのか。 

●射場のあり方に関する検討は、主に基盤部会で検討する項目ではあるが、安全保障分野と

も不可分なものであるので、並行的に安保部会でも議論を進めていく必要があると認識し

ている。 

 

○米国は安全保障が民生をリードしてきた経緯がある。我が国はこれまで、宇宙において安

全保障に踏み込めなかったが、昨今状況が変わってきた。今後、民生と安保のバックアッ

プ・ループを考えるとどちらが主導的立場となるべきなのか。 

●安保と民生は相互に影響しあっており、お互いが違うベクトル、違う速度で回っており、

どちらがどちらを主導するとはいい難い状況である。また、そういったことを常に考える、

専門の人材や組織が必要であり、今からそういった人材を育成していかなければいけない。 

 

（２）Ｘバンド衛星通信中継機能等の整備・運営事業について 

Ｘバンド衛星通信中継機能等の整備・運営事業について、資料２に基づき、防衛よ

り説明を行った。当該説明を踏まえ、委員から以下の質問があった。（以下、○質問、

●事務局等の回答） 

 

○ＰＦＩ調達に関して、英国のスカイネット社が先行モデルとして参考になるが、本事例と

大きく違うのが、スカイネットは民間に自由度が高く、余剰の通信能力を民間が活用でき

るマーケットが存在しており、民が儲かる仕組みができている。一方、Ｘバンド衛星にお



けるＰＦＩのケースでは、民間の自由度が低い。これでは、事業の持続性という観点が欠

けているのではないか。 

○予備機の問題もあるが、有事の際の所要の増大や、今後の技術革新によるデータ量の増大

などに対応できるシステムになっているのか。 

●開発当初から、有事を想定した設計となっているが、今後データ量の増大などへの対応は

考えていかなければいけない。予備機のみならず、民生品や外国のアセットの活用等も検

討していきたい。また、ＰＦＩ調達に関しては、英国の先進性についても勉強していきた

い。 

 

○衛星通信は自衛隊にも必須であり、基本的には政府が持つべき機能である。今回の報告は

３号機をいかに整備していくかに焦点があてられていたと思うが、３号機の必要性は極めて

高いという認識である。そういった前提にたてば、説明資料２ページの「２９年度概算要求

を追及」では表現が弱いのではないか。 

●昨年度の予算要求では、予算の枠や、省として様々なアセットがある中で難しいところが

あった。今年度の予算要求は、宇宙基本計画の工程表のスケジュールに間に合わせるぎりぎ

りのタイミングでもあり、努力していきたい。 

 

以 上 

    

 


